
 

 

 

 

 

 

■実施教科・時間数について教えてください。 

アートマイルに関連した 

実施教科・時間数 

教  科 単  元  名 時間数 

総合的な学習の時間 共生 ３０ 

国語 「ランドセルは海をこえて」 ５ 

社会 「水はどこから」 １１ 

理科 「地面を流れる水のゆくえ」 ５ 

図画工作 「言葉から形・色」「これでえがくと」 ６ 

外国語活動 Unit3 じこしょうかいをしよう What do you like ? ３ 

特別な教科 道徳 国際理解・国際親善「世界の小学生」 １ 

  

■作品に込めた想いについて教えてください。 

題 （テーマ） かけがえのない水 ～わたしたちをつなげている～ 

メッセージ 
（相手と想いを合わせて 

世界に発信したいメッセージ） 

水の取り巻く環境は、ウガンダと日本で同じところと違うところがあるけれど、その水

を安全に飲めるように、使えるようにするために自分達ができることをやっていこう。

海や川の生物が安心して生息できるようにもしたいから。 

 

  

■今回の取り組みの成果と課題はどういった点でしょうか？ 

成        果 課        題 

・SDGsについて理解し、自分達が向き合い、できること

は何かを意識し、行動できた。 

・国際理解学習でまだ関わったことが無い国と関わるこ

とで、ウガンダについて興味をもって知ろうとしていた。 

・自分の学びが自分だけでなく人のためになると知り、

その伝え方の難しさと大切さに気付いた。 

・ウガンダのエボラ熱による休校や担当者の体調不

良による連絡不通などの状況に応じて、先々と進め

ていく必要性を痛感した。 

・ウガンダの現状や情勢について、児童が想像しに

くい部分はできるだけ説明したり、画像などを見せ

たりしたが、驚きが強すぎたようだった。 

 

■アートマイルに取り組む前と比べて相手の国・地域や世界に対して意識はどう変わりましたか？ 

児童生徒の意識の変化 教師の意識の変化 

・SDGｓはどの国にもそれぞれの課題があり、そのため

に自分達ができることは何かを考えて、行動すること

の大切さを知った。 

・自分達の習ったことがまだ知られていないこともある

のだと分かり、当たり前だと思ってはいけないことに気

付けた。 

・ウガンダの児童と直接的な会話が困難であっても、

歌や動作だけでも映像から伝わることは雰囲気や空

気感など沢山あることを実感した。 

・翻訳機能の扱い方を児童に指導することで、日頃

の日本語の文章も伝わるように書こうとする態度が児

童から感じられた。 
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■主な活動の流れを教えてください。 

場面 時期 活 動 内 容 児童生徒の反応 実施教科等 

調べ学習 

テーマ学習 

６月 

７月 

・SDGｓって？；自分達ができるこ
とは何 
・Zoomによる交流 
・上下水道などの水の流れを知る 
・地面を流れる水のゆくえと水の
ろ過 

・目標の意味を初めて知った。 
・日本の歌を歌ってくれて、びっくりし
た。 
・日本にもまだ下水道が整っていないと
ころがあるのは、ウガンダと同じだね。 
・地面の下で水は少し浄化しているんだ
ね。 

総合９ 

外国語３ 

社会１１ 

理科５ 

共有 
相手と意見交換 

９月 

１０月 

・調べ学習からわかったこと；夏休

みにしたことの紹介 

・ランドセルの海外へのリユース

活動 

・世界の小学生の日常について 

・目標を一つに絞ってSDG1を調べた
ら、親戚の伯父さんが海外支援をしてい
たから話を聞いた。 
・ランドセル以外にも運動靴や服もリユ
ースがあるよ。 
・ウガンダとも日本とも違うね。 

総合９ 

国語５ 

道徳１ 

融合 
メッセージ作成 

１０月 

１１月 

・ウガンダの友達と自分達の思い

をまとめる 

・今まで調べたことや互いの国の違いを
知ったことから話し合いをしたら、自分
達がどうすべきか見えてきた様な気がす
る。学んでいることが自分や誰かの今後
の問題を解決するんだね。 

総合９ 

 

創造 

壁画制作 

１１月

１２月 

・思いをどのような絵にすればよ

いのか、形と色、構図の検討 

・壁画制作 

・ウガンダは自然豊かな国だから、日本
とつながる部分を考えたらいいと思う。
運動会で見た大漁旗みたいにしたい
な。 
・大きい布に描くの、初めて。わくわくす
るな。 

図工６ 

休み時間 

評価 
振り返り 

自己評価 

２月 

３月 

・壁画披露、鑑賞 

・振り返り 

・ウガンダの国旗にいる鳥がいるね。ア
イデア通りに短期間でしっかり描いてい
るから、集中力がすごいよ。 
・遠く離れていても互いのつながりを感
じたね。 

総合３ 

 

■アートマイルでついた力について教えてください。 

評価 （５：とてもついた ４：ついた ３：どちらともいえない ２：あまりつかなかった １：つかなかった） 

学習目標・つけたい力 評価 教師がそう感じた場面と理由 

異文化･自文化を理解する力 ５ 

ウガンダについて紹介しているサイトを調べたり、ウガンダと関わったこ

とがある方に来校してもらい話をきいたりしたことで、ウガンダに興味を

もった。日本の現状だけでなく、過去の日本の状況にも関心をもち、ど

う日本が変わったのかを理解し、ウガンダとの相違点を探れた。 

主体的に考え行動する力 ５ 

ウガンダの取り巻く環境と現状について交流を通して知ることで、自分

が習ったことや調べたことが役立つのではと考えた。そのことを伝えた

ことで、ウガンダの友達がそれらに取り組んでくれたことを喜び、誰も

が知っている訳ではないことに気付けた。 

批判的に思考する力 

（客観的・論理的視点） 
４ 

ウガンダには、なぜ水に関わる問題があるのかを疑問に思った。地図

で見たヴィクトリア湖はどんな湖なのかが気になり、交流を通して上下

水道等が整っていないことを知った。自然と共に生きることの難しさと

よさについて考えることができた。 

多様な他者と対話･協働する力 

（海外の相手と対話･協働） 
５ 

ウガンダからの意見に対して、どうしてそのような意見が出たのかと、

その背景を知りたいと思う児童が多く、「テーラー（仕立屋）って、何？

どうしてなりたいの？」等と相手の意見に寄り添う意見が多かった。 

想いを言葉や形にする力 

（メッセージ作成・壁画制作） 
５ 

ウガンダからの意見や絵のアイデアを基に、自分達のこれまでの取り

組みや今後に対する思いを波しぶきに見立てて文字を添えたり、未

来をつなぐ架け橋を虹に込めたりと、意見を出し合い、どんなものを描

いたらよいのかを検討して構図や色合いを決めていた。 

 


